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12月 22日（水）と 24日（金）の２日間 工学系の特別講義を予定しています。大学や研究機関の方か

ら直接話が聞ける貴重な機会です。興味のある生徒は申し込みを総合理学・探究部の前に提出を 

2021年度第 8回 

① 「『何者にでもなれる』無限大の可能性を大切に」 
講  師： 神戸大学大学院工学研究科応用化学専攻 准教授 岡野 健太郎 氏 

日  時： 2021年 12月 22日（水）  15:30～17:00 

場  所： 視聴覚教室（科学館 1階） 

対  象： 全校生徒(普通科、総合理学科)の希望生徒 30名まで 

講演要旨： 高校生の皆さんにとって、今は「何者にでもなれる」貴重な時期です。進路や将来設計を考

えるにあたって、参考になる話題を一つでも多く提供できればと思います。今回は、私が高校生

の時に考えていたこと、実際に大学に入学してから感じた理想と現実のズレに加えて、もし高校

生に戻れるならやり直したいことなどをお話しします。また、私自身の研究の話についても、皆さ

んになるべく理解できる範囲でお伝えします。具体的には、大学 4 年次に研究活動をスタートし

てから、専門としている有機化学の軸はずらさず、工学部→薬学部→工学

部と学部を横断してきたこと、その中で得られた経験から、今は何に興味

を持って研究しているかについてもお話しします。大学で学ぶ現代化学は

非常に細分化されていますが、それぞれが密接に関わり合っています。本

講演を通じて、化学が学部の垣根を超えて、我々が人間らしい生活を送る

ために役に立っていることを理解していただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

参加申込書 

①  「『何者にでもなれる』無限大の可能性を大切に」 

②  「電池への誘い：原子レベルの研究からSDGsにおける電気自動車まで」 

（        ）への参加を希望します。総合理学・探究部職員室に提出 

   年   組   番  氏名                       

締切 12月 20日（月） 

研究室２次元コード 



2021年度第 9回 

② 「電池への誘い： 
原子レベルの研究から SDGsにおける電気自動車まで」 

講  師： 国立研究開発法人 産業技術総合研究所  

エネルギー・環境領域 電池技術研究部門 

      電池システム研究グループ 妹尾 博 氏                                   

日  時： 2021年 12月 24日（金）  13:30～15:00 

場  所： 視聴覚教室（科学館 1階） 

対  象： 全校生徒(普通科、総合理学科)の希望生徒 30名まで 

講演要旨： 電池ってスマホに入っているけどすぐ切れるし、、最近電気自動車が普及するって言われ

てるけど、ホンマかな？など「電池」と聞いて思われた方へ。今回は電池の歴史から現在使われ

ている種類やその仕組みについて解説します。その中で、2019 年ノーベル化学賞リチウムイオ

ン二次電池の裏話に加え、SDGs におけるカーボンニュートラルでの電池の役割と動向、さらに

世界における電気自動車の覇権についてもお話しします。また、後半は特に理系の方々へご参

考になればと思い、妹尾の高校卒業から右往曲折しながらも、その時々の進路選択により研究

者になった経緯をお話しします。また、所属している日本最大級の研究機関である特定国立研

究開発法人産業技術総合研究所（産総研）についてご案内します：こんなところに産総研あり。さ

らに、産総研で研究している次世代電池について、普段の研究生活や論文、特許、学会発表な

ど研究成果の創出などご紹介します。最後に神戸高校の方々に関係する話を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

締切 12月 20日（月） 

産総研関西センター

研究部門 

２次元コード 


